






























































































































































材齢（週） W／C（％） 気温（℃） 風速（m／s）
1 5・18・350・4～64 60
8 18
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コンクリート構造物におけるコールドジョイント部の強度低下に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔓8
に均等に切断し，Fig8のような割裂試験を　　　輌6
行い・最大荷重を求めた・　　　　翫
3．3実験結果と検討　　　　　　　　　　　　　　璽
（1）打継ぎ時間間隔及び練置き時間の影響　襲2
1）気温と割裂鯖の関係　　　W・°。153。6。12。24。
　割裂試験結果の一例をFig9に示す．　　　　　　　　　　　打継ぎ時間間隔（分）
　打継ぎ時間間隔が長くなるにつれて割裂　　　Fig9．　Typical　relation　between　splitting
荷重が低下し，特に気温の差による影響が　　load　according　tO　each　temperature　and
認められる．　　　　　　　　　　　　　　　　　interval　of　placement
　これは，気温の低い5℃の試験体では，水　　　5
和反応の進行が遅くコールドジョイントが　24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y発生しにくいが，気温の高い35℃の供試体　　lii　3
では，水和反応が進み発生しやすくなるも　it　2
のと考えられる．　　　　　　　　　　　nd　1
また，Figl・において羅き時間・分と　゜3。12。　　3。12。
30，120分練置いたモルタルの供試体の割　　　　　　　　　打継ぎ時間間隔分）
裂荷重を比較すると・練置きしたものの割　　　Fig10．　Typical　relation　between　splitting
裂荷重が低下している．特に35℃の供試体　　　load　and　interval　of　placement　under
では，その差は大きい．　　　　　　　　　　　　　　　each　condition
　JASS　52）の規定における，練混ぜから打　　　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A込み終了までの時間の限度が25℃以上では 　皇6
9°分以内とされていることの妥当猷伺え　94
る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巡2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵　2）風速と割裂荷重の関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　風速の影響による割裂試験結果の一例を　　　　　　0　　15　30　60　120　240
Figllに示す．打継ぎ時間間隔30分までは，　　　　　　　　　打継ぎ時間間隔（分）
風速4～6mlsの供試体の割裂荷重が大きい　　Figll．　Typical　relation　between　splitting
が，この時間を過ぎたあたりから割裂荷重　　　load　and　interval　of　placement　at　each
が風速Omlsの供試体と逆転している．これ　　　　　　　　wind　velocity
はある程度の時間風があたることで，モル　　　7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
め，割裂荷重の低下にっながったものとい　　　　　　1　　　4　　　　8
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材齢（週）
える．
　そしてここにおいても，時間が経過する　　　　Figl2・Typical　relation　between
と練置きしたモルタルを打継いだ供試体の　　　　　splitting　load　and　Mate「ial　age
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地濃茂雄・佐藤誉幸
割裂荷重が小さくなる傾向が見られた（Figlo参照）．
　以上のことから，練混ぜから打込み終了までの一連の作業において，コンクリートの入
念な施工が大事であることが指摘される．
（2）材齢の違いと割裂荷重の関係
　割裂試験結果をFigl2に示す．
　材齢の進行とともに割裂荷重は大きくなるものの，打継ぎ時間間隔120分を超えたあた
りから，材齢の進行に伴う割裂荷重の変化はほとんど見られない．つまり，コールドジョ
イント部の付着は，打継ぎ時間間隔が長くなると，材齢の進行に伴う強度増進は期待でき
ないものと考えられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結論
　施工不良を想定したコールドジョイントに関する実験から，強度性状について以下のこ
とが明らかとなった．
1＞コールドジョイント部の付着性状は，打継ぎ時間間隔などの施工要因に支配される．
2）コv・一・一・ルドジョイントに対して作用する引張力の角度が，90°に近づくほど付着強度は低
　下する．また，コールドジョイント面に対して作用する力の方向により，破断形状は異
　なる．
3）打継ぎ時間間隔が長いほど，コールドジョイント部の付着強度は低下する．
4）コールドジョイント部の付着強度は，材齢とともにわずかに増大するが，その強度増進
　は期待できない．
5）打継ぎ時において練置きしたものの付着強度は小さい．
6＞JASS　5に規定する練混ぜから打込み終了までの時間の限度の妥当性が確認できた・
7）練混ぜから打込み終了までの一連の作業において，コンクリートの入念な施工が大事で
　あることを指摘した．
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